
 

原発再稼働差し止め判決に歓声 
 大飯原発差止京都訴訟第４回口頭弁論・報告集会 

 福井県の大飯原発の差し止めと賠償を求めて京都などの

原告 1963 人が関西電力と国を相手に起こした訴訟の第４回

口頭弁論が京都地裁(第６民事部合議Ａ係・堀内照美裁判

長)101 号法廷で開かれ、弁護団･原告団、支援の傍聴者 120

人余りがぎっしり席を埋めた法廷では、裁判官の交代に伴

う更新手続きが行われました。原告や、弁護団が新任の裁

判官に、訴訟にあたっての意見陳述や準備書面の趣旨説明

で危険な大飯原発の差し止めを訴えました。弁論終了後京

都弁護士会館で開かれた報告集会では、冒頭、この日福井

地裁(樋口英明裁判長)で出された大飯原発の再稼働差し止

めを命ずる勝訴判決が報告されると、会場は大きな拍手と

歓声に包まれました。ニュース映像も映し出され、喜びに

沸く裁判所前には｢司法は生きている｣の横断幕も。出口治

男弁護団長は、記者団の質問に答えて、自ら裁判官を務め

てきた経験からもこういう住民勝訴の判決は大変難しいと

思っていたが、司法が住民の命と暮らしに向き合い、憲法

が保障した人権を生かそうとの判断に立ったもの、私たち

も未来をみすえて原発のない社会へ行政の政策転換をもと

めてこの裁判でもたたかう、と述べました。 

 この日の弁論では、最初に竹本修三原告団長(固体地球物

理学･京都大学名誉教授)が意見陳述。竹本団長は、要旨次の

ように訴えました。｢世界地図の 0.25 パーセントの狭い日本

で世界の地震の 20 パーセントが起こっている。ここに 50 基

もの原発が存在することが異常。しかも海溝型巨大地震が

2030 年代終わりに南海トラフ沿いで起こることも予測され

る。原子力規制委員会は、大飯原発敷地内を活断層の有無だ

けにしぼって結論を出しているが、これはむなしい議論だ。

兵庫県南部地震のように過去の地震は活断層から離れたと

ころでも発生している。地震の予知も確立していない。使用

済み放射性廃棄物の処分問題も解決していない。福島第一原

発の事故は、震災･津波･人災の複合災で、どの原発も同じよ

うな危険性をはらんでいることをしっかり認識していただ

き、子や孫の代に負債を残さないために、脱原発に向かって

進んでいただきたい｣ 

つづいて原告弁護団の渡辺輝人弁護士が立ち、事故は起こ

らないという安全神話によりかかって対策をとってこなか

った、電気事業体や行政の怠慢を批判。また、裁判所もこれ

にくみしてきたことを指摘。福島第一原発の１号機、３号機

の爆発した動画、写真も流しながら、危険性を明らかにしま

した。さらに、三上侑貴弁護士が、避難の状況とその後、現

在の状況について陳述。海洋汚染の画像や図を示し、被ばく

検査を受けた実態を述べました。また、畠中孝司弁護士は、

無人化した双葉町のアーケードの写真(｢原子力明るい未来

のエネルギー｣の文字がみえる)などを映し、｢福島第一原発

の事故は地域コミュニティを破壊し、正常な家族生活すら破 

 

壊しており、放射能汚染の危険がある限りその回復は望めま

せん｣と被害の甚大さを説きました。福島県南相馬市から二

人の子どもを連れて京都に避難してきた原告の福島敦子さ

んは、自宅に帰った際持ち帰った庭の土です、とビンの土を

高く掲げ、｢１平方メートル当たり 93 万ベクレルありました。

チェルノブイリなら移住必要地域に当たるレベルです。ここ

がチェルノブイリなら母たちは移住しているはずでありま

す｣と述べ、｢裁判長、こどもを守ることに必死な、懸命な母

親たちをどうか救ってやってください｣と迫りました。原告

弁護団の大河原壽貴弁護士は、原発の根源的危険性、として

とりわけ放射線被曝が人体に与える影響について簡明に解

説。人体への被害が非常に深刻なものであるのに、放射線被

曝から住民の生命･身体を守るための法定規制がきわめてズ

サンであることを指摘し、司法の果たすべき役割の重大さを

強調しました。最後に森田基彦弁護士が原告第１準備書面の

骨子について陳述。｢大飯原発は必要な安全対策を備えてい

ない｣問題点を指摘しました。 

 次回の第５回口頭弁論は、９月 30 日（火）午後２時から、

１０１号法廷で。 

｢原発いらない｣のデモも 

 弁論に先立ち、午後０時 10 分過ぎには、弁護団･原告など

50 人が裁判所周辺をデモ行進しました。横断幕やノボリ、

プレートをかかげ、｢大飯は危険｣｢原発いらない｣｢子どもを

守ろう｣などと声を合わせ、太鼓などの鳴りものも交えて裁

判所職員や市民にアピールしました。 

６月７日に原告団総会 

 原告団の総会は、６月７日(土)午後１時 30 分から、京都

駅前のキャンパスプラザ京都で開催されます。なお、12 時

30 分からは塩小路公園に集合し、関電京都支店前などへの

デモ行進と市民アピールを計画しています。ご参加を。 

 

 

 

集団的自衛権行使と秘密法反対

の宣伝・デモへ参加しよう 
 安倍内閣は、歴代自民党内閣でさえも｢憲法違反｣として踏

み切らなかった集団的自衛権の行使を、憲法解釈を変えるだ

けでやろうとしています。他国の防衛のために自衛隊が戦争

することになれば、殺し殺されることになります。その戦争

準備を隠す秘密法の制定も許せません。京都マスコミ文化情

報労組会議、自由法曹団京都支部の呼びかけで、以下の行動

を実施します。会員のみなさまのご参加を。 

日 時  ６月６日(金)午後６時３０分集合  ７時デモ出発 

各団体(国民救援会も)報告 

場 所  マルイ百貨店前（四条河原町） 

問合せ  京都放送労働組合  電話＆ファックス 075-451-4468 
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罪を許さない司法制度は 

取り調べの全過程の可視化の 

実現でー街頭宣伝で訴えよう 
 裁判員制度を考える京都の会では、次の日程で 罪を許さ

ない司法制度の実現を求め、法制審議会新時代の刑事司法特

別部会が取り調べの全過程の可視化の法案をまとめるよう

街頭で市民に訴えます。会員の皆様のご参加をお願いします。 

 ６月 ２日（月）午後５時～／四条烏丸東北角 

 ６月１６日（月）午後５時～／四条河原町･高島屋前 

 

 

 

会員拡大がんばっています 

大平会長が 20 人拡大達成 
7 月 26 日から３日間、福島県郡山市で開催される第 57 回

全国大会の成功をめざす会員拡大運動は、大平勲会長を先

頭に府本部･支部役員･会員の間に活動がひろがり、成果が

積み重ねられています。とりわけ、全国大会の表彰基準で

ある、①20 人以上拡大した会員、②３人以上拡大した会員、

③支部大会･都道府県本部大会で決めた目標を達成した支

部及び都道府県本部、に果敢に挑戦し、京都府本部では５

人の会員が到達しました。拡大運動の先頭に立つのは大平

会長。全国大会表彰基準を突破しました。以下、突破の会

員を紹介しておきます(敬称略･カッコ内は所属)。 

20 人以上拡大した会員：大平 勲(府本部) 

３人以上拡大した会員：野末剛騎(宇城久支部)、橋本宏一

(府本部)、福井英俊(中京支部)、岸本豊子(府本部) 

なお、５月に入ってからの新入会者は 12 人で５月 28 日現

在の府本部の会員数は 1,710 人となっています。 

 さらにまわりにおおいに声をかけ、 罪許さない救援会、

権力の監視と弾圧を許さない救援会をアピールして入会を

すすめましょう。 

 

 

 

京都タイムスイッチ事件の再審

をめざす学習会のおしらせ 
 ホームセンターで埋め込み式のタイムスイッチを万引き

した罪を着せられ刑務所に入れられた車本
くるまもと

都
くに

一
かず

さん。万引き

され存在しないはずのタイムスイッチが出てきたのに、それ

を調べずに控訴棄却の判決を出した高裁、重大な事実誤認を

見過ごした最高裁。こんな不当な裁判はやり直さなければな

りません。今回は、再審請求に向けた学習をします。地元伏

見をはじめ、多くの会員の参加をお願いします。 

と き  ６月２０日(金)午後６時３０分開会 

ところ  呉竹文化センター２階第１会議室 

(京阪、近鉄｢丹波橋｣下車西口出て１分) 

講 師  古家野晶子 弁護士 

訴 え  車本都一さん 

主 催  国民救援会京都府本部 

亡き人の遺志継ぎ 

京都いしずえ会が第 29 回総会 
 京都解放運動戦士の碑への合祀者遺族の会のいしずえ会

が、５月 11 日の合祀追悼祭のあと総会をおこない 57 人が参

加しました。救援会府本部大平勲会長のあいさつに続き食事

をとりながら交流し、｢東京での合葬追悼会と今日の追悼祭

で一区切りついた気持ち｣｢追悼祭のこと聞いてはいたが、こ

んなに丁寧にしてもらえるとは｣｢新遺族のお話は、私もそう

だった、同じやと思いながら聞いている｣など語り合いまし

た。丹後の参加者からは、救援会と治安維持法同盟のよびか

けで今年は追悼祭に25人が参加したとの報告もありました。 

【選出された主な役員】会長：佐藤京子、副会長：袖岡勝、

松重幹雄、佐藤佳久、事務局長：大川広行 

 

 

 

無実の人を救おう！5・20 いっせい宣伝 

府本部、口丹支部が街頭宣伝 
 再審の門を開いたとされる白鳥決定の出された５月 20 日

の夕方、救援会京都府本部は西大路四条交差点で｢無実の人

を救ういっせい宣伝行動｣を実施しました。宣伝カーに国民

救援会や袴田事件のノボリをかかげ、大平勲会長、橋本宏一

事務局長がマイクをにぎり、救援会が支援している袴田事件

での再審開始決定などを紹介、袴田巖さんのような犠牲者を

出さないためにも、無実の人をただちに救い出す再審裁判と

取り調べの可視化の実現を訴えました。参加の４人は、途中

から雨が降り出す天候でしたが、通行する人々にチラシを配

布しました。 

 また、この日の夕方は、口丹支部も園部駅西口で 7 人が参

加してチラシ配布の宣伝をしました。国民救援会と長生園事

件の真相を究明する会ののぼりを立てての宣伝に注目が集

まっていました。 

 

 

 

与謝支部が支部大会を計画 
 宮津市や与謝野町などの会員で構成される与謝支部は、６

月 28 日(土)に支部大会を開催する計画を立て、役員が先頭

に立って会員拡大に取り組むとともに、所属会員への参加を

呼びかけています。他支部からも連帯のメッセージなどを寄

せるようにしましょう。 

 ６月２８日（土）午後０時：昼食会、１時より大会開会 

 会 場 知遊館（岩滝町） 

連絡先 〒626-0037 宮津市小田 820 久古真二様方 

     電話＆ファックス ０７２２－２２－４７３９ 

 

中京支部は宇治へハイキング 
 中京支部は、６月 22 日(日)に宇治の山宣の墓や天ケ瀬ダ

ムなどの方面へ足をのばすハイキングを計画して参加を呼

びかけています。参加希望者は下記へご連絡を。 

 日 程  ６月２２日(日)午前１０時･ＪＲ宇治駅集合 

 申込み  ６月２０日までに京都第一法律事務所 

（０７５-２１１-４４１１）登尾･池田･山﨑へ 

 


